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第１回新登別市立図書館基本構想検討委員会 議事録

開催概要

日時 令和８年６月３０日（火）１８：００～１８：４０

場所 市民会館２階小会議室

１ 開会

委員長が進行

２ あいさつ（教育長）

・ 少子高齢化などの人口構造の変化やデジタル技術の進展、ライフスタイ

ルの多様化などにより、変化が著しい時代にある。

・ 図書館にはどのような役割や機能が求められるかを検討し、将来を見据

えた図書館づくりを進めていくことが重要。

・ これからの図書館は、知識や情報を提供する場だけではなく、市民の学

びを支えるとともに、交流の場としての役割も期待されている。

・ 各委員の立場から忌憚のない意見と今後の図書館整備の有意義な第一歩

となることを期待する。

３ 委員長・副委員長の選任について

（１）委員長の選任について

・ 事務局に一任する声

【事務局】

・ これまでの経験と専門的な知見を有する綿貫委員を選任したいが、欠席

であったことから次回に持ち越したい。

・ 第１回新登別市立図書館基本構想検討委員会については、櫻井委員を代

理の委員長としたい。

【異議なしの声】

（２）副委員長の指名について

・ 次回開催時までに又は次回開催時に、委員長が指名することを確認。

【以降、櫻井委員が進行】
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４ 議事

（１）図書館構想委員会の設置目的等について

（主な説明内容）

・ 新登別市立図書館の整備のための基本構想を策定するにあたり、蔵書規

模や必要なサービス内容、利用者への利便性などについて、専門的かつ客

観的な立場から検討を行うため委員会を設置した。また、公募市民も参加

していることから利用者の目線からも積極的に発言してもらいたい。

・ 新図書館建設に向けた構想については、１５年後から２０年後を目途に

建設に着手できるように取り組みを進めて行きたい。

・ 策定スケジュールは、令和８～１１年度を前半、令和１２～１５年度を

後半とする８年間を想定している。前半では、新たな図書館像や望ましい

施設規模、立地条件などについて協議を行い、令和１１年度に教育委員会

へ意見書を提出する。その後、教育委員会が意見書を踏まえ、令和１２年

度に「（仮称）新時代の登別市立図書館が目指すもの」を策定する。

・ 後半では、令和１０年度に運用開始予定のアーニスへの移転後の状況や

課題を検証し、その結果を踏まえて基本構想案を検討する。令和１３～１

４年度に教育委員会へ意見書を提出し、教育委員会は令和１５～１６年度

に基本構想の策定を目指す予定である。

【委員Ａ】

・ ８年間という長期にわたる委員会活動について具体的なイメージが湧き

にくい。委員会の開催頻度や年間の進め方、資料の準備方法など、実際の

運営についてより具体的な説明が聞きたい。

【事務局】

・ 現時点では将来の方向性を示す段階であり、具体的なイメージを固定す

るのではなく、アーニスへの移転後に実際の運営を通じてさまざまな取り

組みを試行し、その成果や課題を検証しながら、トライ・アンド・エラー

を重ねて計画へ反映していきたいと考えています。状況に応じて柔軟に対

応しながら、より良い図書館づくりを進める考えである。

【委員Ａ】

・ 過去に市民が時間をかけて策定した基本構想が、担当者の異動などによ

り十分に引き継がれなかった経緯を踏まえ、今回の基本構想についても、

担当者や館長が交代した場合でも、その内容が継承され、計画が形骸化し

ないために、どのように担保・継続していくのか。
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【事務局】

・ 担当する期間において責任を持って取り組み、担当者が変わっても思い

や方向性が継承されるよう、引き継ぎが可能な仕組みや道筋を整えなが

ら、将来を見据えた基本構想づくりを進めていきたい。

【委員Ｂ】

・ 具体的に年何回を想定しているのか。

・ 現図書館の移転を優先し、職員の負担にも配慮してほしい

・ 移転後に試行錯誤を重ねながら新図書館へつなげるのであれば、構想検

討委員会は移転後に設置してもよいのではないか

・ 約８年という長期間にわたり検討を進める必要性や、現時点で委員会を

立ち上げた理由について確認したい。

【事務局】

・ 新図書館の建設を第一優先と考えており、アーニスへの移転はその間の

対応と位置づけ、夢を語る場として大きな視点での議論を行うため早期開

始が必要。

・ 回数については、年２回程度を想定。

・ アーニスへの移転を優先し、移転後の状況によって開催回数を調整する

予定。

（２）アドバイザーの設置について

・ 北海道武蔵女子大学短期大学教養学科教授 河村 芳行氏へ依頼を想定

→（委員からの質問等なし）

５ その他

【委員Ｂ】

・ アドバイザーは、次回の協議から常に出席するのか。

【事務局】

・ 協議内容や進行状況により判断する。

・ 次回会議ではアドバイザーを招聘し、図書館のあり方や動向について講

演を実施したい。

・ 開催日程については、アドバイザーの都合と移転推進委員会の進捗を考

慮して事務局が別途調整する

閉会

１８時４０分 閉会

以上


